
シンナガサキみーてぃんぐ開催レポート 

ｉｎ上長崎小学校区 

 令和５年８月31日（木）、自治会や育友会、消

防団、子育て団体、包括支援センターなど21人の

皆さんにお集まりいただき、上長崎小学校区の

「シンナガサキみーてぃんぐ」を開催しました。 

 自己紹介では、４年越しの開催となる「ふれあ

い秋まつり」や10周年を迎えるふれあいセンター

の取組みなど地域の特色ある活動や、地域で暮ら

していく中で感じていることなどをお話いただき

ました。 

長崎市では、まずは休日の部活動から、学校や地域と連携を図りながら、体

制が整ったところから「地域移行」を進める予定としています。 

部活動の現状や地域移行の必要性、今後の方向性等については、学校を通じ

て、児童生徒や各家庭、教職員、指導者に周知に努めています。 

また、地域クラブ活動についての指針を今後策定する予定とし

ており、保護者や指導者にも説明する機会を設けたいと考えてい

ます。 

今後も、市のホームページや学校を通しての配付物などで周知

を図っていきますのでご覧ください。 

 部活動の地域移行について、情報があまりなく、どういった状況なのか分からない。 

市の考え方・回答 

①部活動の地域移行について 

いただいたご意見 

「部活動地域移行通信」をＨＰで公開中 



鈴木市長のひと言 

参加者からの感想 

市長が熱心に話を聞かれる姿を見て、

すごく良いなと思いました。 

自治会活動に若い人が入っている地区の

話を伺えたので、参考にしたい。 

それぞれの現場での切実な困りごと

の存在に気づくことができた。 

地域の中で、アイデアを出し合い、できるこ

とからやってみることの大切さを考えた。 

 そのほか、「保健師さんと子育て支援の現場の連携がもっと必要」、「子どもを産みやすいまち、育

てやすいまちを目指してほしい」、「文化財の維持管理についてサポートしてほしい」などのご意見を

いただきました。 

 いただいたご意見は、担当部局と共有し、今後の市政運営に活かしていきます。 

西山川は２級河川であり、長崎県がハード面の治水対策を進めています。 

長崎市ではソフト面の対策として、令和５年10月に西山川の洪水浸水想定区域を

含む中島川水系ハザードマップを作成・公開し、住民の防災意識の啓発に努めてい

ます。 

また、防災講話においてハザードマップの確認方法などの周知や、自治

会や地域コミュニティ連絡協議会などと連携して、地域防災マップづくり

や地域防災訓練を行い、災害時の対策を図っています。 

 令和４年７月に、西山川の洪水浸水想定区域が示されてたが、その治水対策を考えてほしい。 

 色々な活動の担い手不足、防災、子育て支援、学校の部活動など、さまざま

な課題について語り合いました。  

 また、皆さんのお話を聞いて、ふれあいセンターを核として、この地域コ

ミュニティができていると、改めて思いました。 
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市の考え方・回答 

② 西山川の治水対策について 

長崎市では、長崎市市民活動センター「ランタナ」において、市民活動団体の活

動支援を行っています。同センターのホームページには、登録団体の情報を公開し

ており、活動内容や連絡先などを詳しく知ることができるようになっています。 

また、長崎市社会福祉協議会では、ボランティア活動をはじめたい方やボラン

ティアを募集したい団体とのマッチングの相談などボランティア全般に関する相談を受け付けてお

り、ホームページには同会に登録している団体の情報を公開しています。 

 ボランティア団体等の情報をまとめたデータベースがあると分かりやすいのではないか。 

市の考え方・回答 

③ ボランティア団体等の情報について 

中島川水系ハザードマップ 

ランタナ登録団体一覧 


